
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 岐阜市立三輪中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月３１日（金）～１２月６日（土） 

 

実 施 概 要 

 ①「ディスカバリー三輪」（地域の方を講師とした体験学習）  
②合唱祭  ③授業参観・学級懇談会  

 ④「ウエルカム！アーティスト」 
（保護者や地域の方と共に学ぶ講演会）  

⑤PTA資源回収、地域清掃  ⑥「ハートタッチ」（PTA挨拶運動） 
⑦里山学習講話、除伐体験  ⑧保育実習  
⑨校区の文化祭への参加（合唱披露、作品展示） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 ３００ 人 
計 約 ３４０ 人 

地域関係者 約 ４０ 人 

 

実 施 状 況 

①地域の方や三輪と縁のある方を講師として招き、１８の講座を開設。
体験的な学習を通し、三輪の歴史や文化、伝統芸能、地域の特色あ
る活動について学ぶとともに、地域の方々との交流を深めた。  

②今年度新たに取り組み始めた毎日の合唱練習の成果を、保護者や地
域の方々に披露するとともに、地域の方を指導者として迎え、指導
講評をいただいた。  

③保護者や地域の方々に授業を公開し、その後、懇談を行った。  
④生徒が、保護者や地域の方々とともに本物の文化や芸術にふれ、アー
ティストの情熱や生き方を学んでほしいというねらいのもとに講演会を
実施した。 

⑤⑥生徒が保護者や地域の方々とともに、資源回収や地域清掃、挨拶運動
を行った。 

⑦除伐体験を通して、地域の里山が果たす役割について考えた。 
⑧地域の児童センターで地域の幼児と活動するとともに、児童センターの
職員の方々や幼児の母親と交流した。 

⑨三輪南と三輪北の文化祭で、合唱を披露したり、学習の成果である作品
を展示したりした。また、地域の方々とともに様々な活動に取り組んだ。 

 

成果及び課題 

・地域の方々が生徒と直接触れ合う中で、生徒のよい姿を多く見つけ
ていただき、中学校を身近に感じていただけるようになった。また、
地域の方々の温かい言葉を生徒に伝えることで、生徒の自信や意欲
につなぐことができた。 

・「ディスカバリー三輪」では、講師の方（地域の方）から中学生と交
流できることを楽しみにしているという声がたくさん寄せられた。  

 また、水防団・消防団の活動や、地域の伝統芸能である雨乞い踊り
に触れることで、地域の良さを再発見する生徒も多く見られた。  

・「ウエルカム！アーティスト」では、地域の高齢者の方から、「中学
生と大変楽しい時間を過ごすことができうれしかった。これからも
こういう機会を増やしてほしい。」と、お礼の電話をいただいた。  

・学校の活動を地域に周知するために、発信方法をさらに検討してい
きたい。 

 
 


